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協会国際衛星放送の廃止について 

 

 

 

放送法第２０条第１項第５号の業務として実施している、衛星を用

いた外国人向けテレビジョン国際放送「ＮＨＫワールドＴＶ」におい

て、別紙のとおり、スペイン・ポルトガルを放送対象地域とする衛星

に係る放送の業務を、本年６月２０日（日本時間）をもって廃止する

こととしたい。ついては、定款第１３条第１項第１号キに基づく議決

を得たい。 

本議案が議決されれば、総務大臣に対し協会国際衛星放送の業務の

廃止を認可申請する。 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 



別紙 

 
 
【廃止の対象】 
 

テレビジョン放送（外国人向け協会国際衛星放送） 
放送地域：スペイン・ポルトガル 
業務に用いられる人工衛星：ヒスパサット１Ｅ 

（Ｈｉｓｐａｓａｔ １Ｅ） 
外国の放送局を運用する者の名称： 

プリザティービー社（Ｐｒｉｓａ ＴＶ） 
ゾンティービーカボ社（Ｚｏｎ ＴＶ Ｃａｂｏ） 

周波数：１１７３１ＭＨｚ 
業務開始の期日：平成２３年６月２０日 
受信可能世帯数：２６万世帯（本年３月末時点） 

 
 

【経緯】 
 

ＮＨＫは、平成２３年６月２０日からプリザティービー社が運用
するヒスパサット社のヒスパサット１Ｅ衛星を用いてスペインで
外国人向け協会国際衛星放送（以下「ＮＨＫワールドＴＶ」という。）
を実施し、また、平成２５年１月２１日からゾンティービーカボ社
が運用する同衛星を用いてポルトガルでＮＨＫワールドＴＶの放
送を実施している。受信可能世帯数は、本年３月末時点で約２６万
世帯である。 

今般、ＮＨＫでは、プリザティービー社との本衛星の借用契約
の期間が本年６月１９日で満了することから、本契約の継続の要
否について検討したところ、以下の理由により、本契約の更新を
行わずに、本衛星を用いたＮＨＫワールドＴＶの放送を廃止する
こととした。 
※ ゾンティービーカボ社はプリザティービー社の提携事業者であり、ゾンティービー

カボ社が運用する本衛星を用いたＮＨＫワールドＴＶの放送は、プリザティービー社

が運用する本衛星を用いたＮＨＫワールドＴＶの放送の実施が前提となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【廃止の理由】 
 

①視聴可能世帯数の減少 
本業務の開始時は約９１万世帯だった視聴可能世帯数が、本年

３月には約２６万世帯まで減少し、今後も回復の見通しが立たな
いこと。 
 

②本衛星の借用のための費用が高いこと。 
 

③代替措置の確保 
本業務が廃止されるスペインではプリザティービー社が使って

いる別の衛星（Ａｓｔｒａ１ＫＲ）を通じておよそ１４０万世帯
が、また、ポルトガルではゾンティービーカボ社のケーブルテレ
ビとＩＰＴＶ、オプティマス社及びテレコムポルトガル社のＩＰ
ＴＶを通じておよそ１００万世帯、合計約２４０万世帯がＮＨＫ
ワールドＴＶの番組を視聴可能なこと。 
なお、両国では、ＨＯＴ ＢＩＲＤ １３Ｄ衛星を通じても、

ＮＨＫワールドＴＶの放送を視聴可能である。 
 

④視聴者への周知・影響 
両社の視聴者に対して事前に別の視聴方法を十分に周知させる

ことにより、視聴者への影響は少ないとの見通しであること。 
 

以上のことから、ＮＨＫは、契約満了日の翌日をもって本業務を
廃止しようとするものである。 

 
なお、本業務の廃止で得られる予算は、アメリカや東南アジア等、よ
り重要な地域の受信環境整備に効率的に充てていきたい。 
 


